
私
は
小
説
を
書
く
の
を
業

と
す
る
者
で
す
が
、
か
つ
て

は
電
機
の
研
究
開
発
部
門
で

働
き
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
圧
倒
的
な

技
術
力
に
唸
ら
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、

近
、
労
働
組
合

の
方
た
ち
と
知
り
合
い
、

「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
」
や

過
酷
な
「
人
事
評
価
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
、
職
場
の
実
態
を

目
の
当
た
り
に
し
て
驚
き
を

禁
じ
得
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
大
企
業
の
動
向
に

と
り
わ
け
関
心
を
抱
き
、
小

説
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
企
業
経
営
の
あ
り
方

を
問
題
意
識
に
取
材
し
て
い

た
と
き
、
「
東
電
だ
け
じ
ゃ

な
い
閉
ざ
さ
れ
た
組
織
が
知

の
創
造
を
断
つ
」
と
い
う
、

「
朝
日
新
聞
」
「
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
欄
（
二
〇
一
二
年
九
月

一
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
野

中
郁
次
郎
（
一
橋
大
名
誉
教

授
）
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
が
目
に
留
ま
っ
た
の
で
す
。

米
国
流
へ
の
過
剰
反
応

ア
メ
リ
カ
で
知
ら
れ
て
い

る
数
少
な
い
日
本
人
経
営
学

者
と
言
わ
れ
る
野
中
氏
は
、

そ
こ
で
、
「
経
営
は
科
学
だ
」

と
「
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
が
教
え
る
理
詰
め
の
経
営
」

に
「
旗
を
振
っ
て
い
た
一
人
」

と
し
て
の
自
省
を
こ
め
て
述

べ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
経
営
は
こ
の
間
、

米
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
影

響
を
強
く
受
け
ま
し
た
。
四

半
期
決
算
を
導
入
し
て
３
カ

月
ご
と
に
業
績
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
会
社
の
仕
組
み
も
短
期

収
益
主
義
に
変
わ
っ
た
。
世

の
た
め
人
の
た
め
と
中
長
期

で
経
営
を
考
え
な
く
な
り
」
、

全
体
が
「
劣
化
」
の
道
を
進

ん
で
い
る
と
言
う
の
で
す
。

し
か
し
野
中
氏
は
、
米
国

流
が
全
て
ダ
メ
と
否
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

氏
は
、
「
日
本
の
完
璧
主
義
、

過
剰
反
応
が
問
題
な
の
で
す
。

米
国
は
基
本
的
に
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
（
実
用
主
義
）
で

す
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ル
ー

ル
は
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
実
は

大
雑
把
。
そ
う
で
な
い
と
リ

ス
ク
も
と
れ
な
い
し
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
精
神
も
発
揮
で
き
な

い
。
一
方
、
日
本
は
大
雑
把

な
も
の
を
完
璧
に
微
細
化
し

て
ゆ
く
。
米
国
よ
り
も
さ
ら

に
分
析
的
に
、
そ
し
て
オ
ー

バ
ー
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
過
剰
な
規
範
順
守
）
に
走

る
」
と
指
摘
す
る
の
で
す
が
、

米
国
で
博
士
号
を
取
得
し
ア

メ
リ
カ
社
会
を
熟
知
す
る
経

営
学
者
の
発
言
で
す
か
ら
、

重
み
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
知
を
生
み
出
す

に
は

そ
し
て
野
中
氏
は
、
福
島

第
一
原
発
の
民
間
事
故
調
査

委
員
を
務
め
た
立
場
か
ら
、

「
霞
が
関
と
の
交
渉
が
う
ま

い
と
か
、
論
理
的
に
正
し
い

経
営
計
画
を
つ
く
る
と
か
、

総
務
、
企
画
の
能
力
に
た
け

た
人
が
出
世
す
る
構
造
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
」
東
電
の
企

業
体
質
に
も
触
れ
、
「
こ
う

し
た
能
力
は
言
語
化
で
き
る

知
識
、
す
な
わ
ち
『
形
式
知
』
」

だ
と
し
、
他
方
、
「
言
葉
に

う
ま
く
あ
ら
わ
せ
な
い
現
場

経
験
か
ら
得
ら
れ
る
『
暗
黙

知
』
」
の
重
要
性
を
力
説
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
「
形
式
知

と
暗
黙
知
を
相
互
に
変
換
さ

せ
な
が
ら
、
新
た
な
知
を
生

み
出
す
こ
と
」
が
で
き
て
い

な
い
の
は
、
東
電
だ
け
で
な

く
「
日
本
企
業
に
共
通
す
る

傾
向
」
と
結
論
付
け
る
の
で

す
。帰

国
後
、
日
本
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
し
て

き
た
野
中
氏
は
、
「
米
国
で

学
ん
だ
も
の
は
、
も
の
ご
と

を
分
析
的
に
計
量
し
、
情
報

処
理
し
た
結
果
が
経
営
判
断

に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方

で
し
た
が
、
現
場
に
入
っ
て

み
る
と
そ
う
で
も
な
い
」
と

語
り
、
ホ
ン
ダ
の
小
型
車
、

キ
ヤ
ノ
ン
の
プ
リ
ン
タ
ー
、

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
コ
ピ
ー

機
な
ど
画
期
的
製
品
は
、

「

初
に
個
人
の
直
観
や
主

観
が
あ
っ
て
、
そ
の
信
念
や

価
値
を
組
織
に
ぶ
つ
け
説
得

し
な
が
ら
形
に
し
て
い
く
。

分
析
や
客
観
あ
り
き
で
は
な

く
、
暗
黙
知
と
形
式
知
を
総

合
し
て
新
し
い
実
践
知
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
気
づ
い
た
」
と
述
懐
し
ま

す
。経

営
陣
へ
の
警
鐘

こ
う
し
た
方
向
が
日
本
企

業
の
再
生
の
カ
ギ
と
氏
は
主

張
し
ま
す
が
、
「
形
式
知
」

は
上
か
ら
の
管
理
、
「
暗
黙

知
」
は
社
員
の

「
や
る
気
」
を

生
む
自
由
闊
達

な
職
場
の
風
土

と
も
置
き
換
え

ら
れ
ま
す
。

野
中
氏
は
、

「
日
本
企
業
は

欧
米
と
違
っ
て

レ
イ
オ
フ
（
一

時
解
雇
）
や
、

過
激
な
人
材
の

総
入
れ
替
え
は

な
じ
み
ま
せ
ん
。
社
内
の
人

材
を
徹
底
的
に
生
か
す
知
の

構
造
改
革
を
断
行
す
る
し
か

な
い
」
と
も
言
い
切
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・

引
用
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
外
資
系

と
い
え
ど
も
、
生
え
抜
き
社

員
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
な
経

営
陣
の
も
と
で
、
日
本
的
な

カ
ル
チ
ャ
ー
も
大
切
に
す
る

企
業
と
私
は
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
数
年
来
の

動
き
を
見
て
い
る
と
そ
う
で

も
な
い
よ
う
で
す
し
、
米
国

流
を
機
械
的
に
取
り
入
れ
、

大
切
な
も
の
を
失
っ
て
は
い

な
い
か
、
野
中
氏
の
警
鐘
が

当
て
は
ま
る
と
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。

米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
現
地
時
間
１

月
20
日
、
決
算
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
そ
の
中
に
リ
ス
ト

ラ
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
Ｇ
Ｔ
Ｓ
で
３
億
ド
ル
、

Ｇ
Ｂ
Ｓ
で
１
億
ド
ル
、
Ｓ
Ｗ

Ｇ
で
１
億
ド
ル
で
す
。
２
０

１
４
年
中
に
こ
れ
ら
リ
ス
ト

ラ
費
用
が
使
わ
れ
た
形
跡
が

無
い
た
め
、
組
合
で
は
２
０

１
５
年
に
繰
り
越
し
て
使
わ

れ
る
と
見
て
い
ま
す
。

組
合
が
入
手
し
た
情
報
に

よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ
部
門
は
１

Ｑ
に
全
世
界
で
４
０
０
０
名

弱
の
Ｒ
Ａ
（
人
員
削
減
）
を

行
な
う
模
様
で
す
。
こ
の
計

画
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ク

ロ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
は
10
％
程
度
の
目

標
が
下
り
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
日
本
の
Ｇ
Ｔ

Ｓ
で
の
削
減
目
標
は
４
０
０

名
弱
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
Ｇ
Ｔ
Ｓ
部
門
に
所
属

す
る
社
員
の
お
お
よ
そ
10
％

に
相
当
し
ま
す
。

退
職
強
要
事
件
裁
判
か
ら
、

会
社
は
目
標
の
３
倍
程
度
の

社
員
に
声
を
か
け
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
30
％
の
社
員
に

退
職
勧
奨
の
声
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

新
年
に
ジ
ニ
ー
・
ロ
メ
ッ

テ
ィ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
発
表

し
た
大
胆
な
部
門
再
編

は
Ｇ
Ｔ
Ｓ
に
限
り
ま
せ

ん
。
他
の
部
門
で
も
大

き
な
再
編
が
行
な
わ
れ

る
た
め
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ
以
外

の
部
門
で
も
Ｒ
Ａ
が
行

な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

1
月
22
日
付
Ｗ
ｅ
ｂ

版
Ｆ
ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｓ
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ク
ロ
ー
ム
は
も
っ

と
大
規
模
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

全
体
の
26
％
の
人
員
が

削
減
さ
れ
る
と
の
観
測

も
あ
り
ま
す
。
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(1)２０１５年２月２日 か い な 第２２５９号

今こそ組合へ
団結しよう！

全 日 本 金 属 情 報 機 器
労 働 組 合 ( J M I U )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

２０１５年２月２日 か い な 第２２５９号(4)

Ｇ
Ｔ
Ｓ

世
界
で
４
千
人
弱
削
減

経
営
の
あ
り
方
へ
の
一
提
言

作

家

田

島

一

転籍・出向を断る６ヶ条
１．「転籍・出向」してもらいたいと言われたら

「私は行きません」とキッパリ答えましょう。「考えてみます」と

答えると、責めたてられたり、断りにくくなります。

２．「今のうちに行った方がいい」「仕事は確保されるし、定年過

ぎても働ける」と言われたら

「私はＩＢＭに入社したのです」「定年までＩＢＭで頑張ります」と答

えましょう

３．「転籍・出向を断っても業務命令で行かされるのでは」と思っ

ている人には

転籍・出向は、別の会社で働くことになりますから、「本人の同

意」なしに業務命令で行かせることはできません。特に転籍に

ついては、ＩＢＭを辞めることになりますからなおさらです。

４．どう答えたらよいか、わからなくなったら

「とにかく私は行きません」と答えて、あとは黙っていましょう。

５．「短気は損気」

「こんなにうるさく言われんだったら、もう行ってやる」とカーッ

とならいよう、奥さんや子どもさんの顔を思い起こし、頑張りま

しょう。

６．不安になったら

一人だけで思いつめず、なんでも組合に相談して下さい。私た

ちは、みなさんと一緒に考えサポートします。

ＰＩＰを提案されたら

ＰＩＰとは、いわゆる「改善計画」と言われるもので、一般

的には「目標管理シート」のように題されたフォームを提示

される場合が多いです。目標として提示されるものは、ほ

とんどの場合、一見簡単そうに見えるものがほとんどです。

例えば、「コミュニケーション力の改善」など。でも、これを

簡単に考えてはいけません。会社の目的は、あなたの「業

務改善をした」という証拠を残すことです。達成したかど

うかは関係ありません。それを受け入れて改善する必要

があったと本人が認めたことそのものが証拠となってし

まうのです。

１．ＰＩＰを提案されたら、それはあなたが「リストラの対象に

なった」ということに他なりません。一人ではなかなか立

ち向かうことは難しいです。

２．そもそもあなたは前年度の評価に納得していますか？

評価そのものがおかしいと会社に主張していかないと、リ

ストラの対象から外れることは難しくなります。

３．組合を通して、ＰＩＰや評価について会社に抗議し団体交

渉することができます。すぐに組合に相談してください。

寄 稿

知
の
創
造
断
つ
閉
ざ
さ
れ
た
組
織

田
島
一
（
た
じ
ま
・
は
じ
め
）
作
家
。
著
書
に
『
時

の
行
路
』
（
新
日
本
出
版
社
）
ほ
か
。
日
本
文
芸
家

協
会
会
員
、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
終
身
会
員

退職勧奨への対応(方法)

１．退職を勧められたら

「私は辞めません」言いましょう。退職

を勧められたら、すぐに組合に相談してく

ださい。一度断っても何度も退職を勧め

ることがわかっています。われを失って、

カッとなってはいけません。会社はそれを

狙っています。

２．「転職支援会社に行ってみないか」と言

われたら

退職する気が無いのなら、絶対に行っ

てはいけません。退職する気があると見

なされます。

３．「あなたの評価は悪くなる」と言われ

たら

将来の評価について断定的な言い方

をして、脅迫することはパワハラです。す

ぐに組合に相談してください。

４．「あなたの仕事は無い」と言われたら

会社には雇用責任があります。適切な

仕事をアサインするのは会社の責任です。

あなたを辞めさせたくてこのようなこと

を言っているのです。組合を通して適切

な仕事のアサインを会社に要求し団体交

渉することができます。すぐに組合に相談

してください。

日
本
で
は
10
％
の
人
員
削
減
か



１
月
14
日
に
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
反
対
や
賃
上
げ
な
ど
を

求
め
て
経
団
連
・
厚
労
省
包

囲
行
動
が
あ
り
ま
し
た
。

初
に
朝
８
時
か
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱

崎
本
社
前
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
11

月
に
発
表
さ
れ
た
６
億
ド
ル

の
リ
ス
ト
ラ
費
用
計
上
に
抗

議
し
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇

を
阻
止
す
る
た
め
の
３
回
目

の
行
動
で
す
。
30
人
以
上
の

組
合
員
・
支
援
者
が
集
ま
り
、

前
回
、
前
々
回
と
同
様
に
用

意
し
た
６
０
０
枚
の
ビ
ラ
が

予
定
時
間
前
に
な
く
な
り
ま

し
た
。

ビ
ラ
で
は
、
年
老
い
て
耳

が
遠
く
な
っ
た
母
親
と
電
話

で
大
声
で
話
し
た
こ
と
が
解

雇
理
由
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

会
社
の
理
不
尽
な
主
張
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
社
員
の

関
心
も
非
常
に
高
い
も
の
で

し
た
。

続
い
て
厚
生
労
働
省
前

に
移
動
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
の
三
木
中
央

書
記
長
が
、
朝
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ

宣
伝
行
動
の
盛
況
さ
を
報

告
し
、
そ
の
中
で
昨
年
４

Ｑ
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇

者
を
出
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
伝
え
る
と
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
反

対
を
訴
え
、
春
闘
に
勝
利
し

て
、
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
決

意
を
力
強
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
丸
の
内
仲
通
り

を
デ
モ
行
進
し
、
経
団
連
前

で
も
厚
労
省
前
と
同
様
な
宣

伝
行
動
を
行
っ
て
解
散
し
ま

し
た
。

組
合
は
官
庁
や
経
済
界
に

も
活
動
を
広
げ
、
宣
伝
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
１
Ｑ
に

数
百
人
規
模
の
Ｒ
Ａ
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

退
職
強
要
を
受
け
た
ら
、
速

や
か
に
組
合
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
迅
速
な
行
動
が
身

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

組
合
の
新
年
会

「
旗
開
き
」
が
１

月
17
日
、
16
時
か

ら
赤
坂
事
務
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
事
務
所
と
は

通
信
ソ
フ
ト
で
結

び
、
総
勢
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、

地
中
海
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス

を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
が

料
理
し
ま
し
た
。
前
菜
は
ス

ペ
イ
ン
の
居
酒
屋
で
お
つ
ま

み
と
し
て
人
気
の
内
容
か
ら
、

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
の
オ
リ
ー
ブ
炒

め
、
チ
ー
ズ
、
ホ
ウ
レ
ン
草

の
お
浸
し
サ
ラ
ダ
。
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
前
菜
を

楽
し
ん
だ
後
は
、
イ
タ
リ
ア

ン
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
２
種
。
イ

カ
ス
ミ
・
ソ
ー
ス
は
、
イ
カ

の
細
切
り
を
ト
マ
ト
、
玉
ね

ぎ
と
共
に
黒
い
ソ
ー
ス
の
中

に
忍
ば
せ
、
イ
カ
の
う
ま
み

を
引
き
立
た
せ
た
絶
品
。
バ

ジ
リ
コ
・
ソ
ー
ス
は
、
バ
ジ

ル
、
オ
リ
ー
ブ
油
に
ナ
ッ
ツ

（
ア
ー
モ
ン
ド
、
カ
シ
ュ
ー

ナ
ッ
ツ
、
く
る
み
、
ピ
ス
タ

チ
オ
）
を
荒
く
砕
い
た
状
態

で
混
ぜ
合
わ
せ
、
バ
ジ
ル
の

香
り
と
ナ
ッ
ツ
の
コ
ク
を
合

わ
せ
た
逸
品
。
と
り
あ
え
ず
、

参
加
者
の
お
な
か
が
落
ち
着

き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
各
組
合
員
が
思

い
思
い
に
話
を
し
、
日
頃
の

組
合
活
動
時
と
は
異
な
る
一

面
を
垣
間
見
ま
し
た
。
会
を

締
め
く
く
る
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
、
パ
エ
ッ
リ
ャ
・
バ

レ
ン
シ
ア
ナ
。
山
海
の
珍
味

に
、
お
米
は
イ
ン
デ
ィ
カ
米

を
使
い
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
取

り
寄
せ
た
サ
フ
ラ
ン
の
色
と

香
り
で
ま
と
め
ま
し
た
。

デ
ザ
ー
ト
は
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
飾
り
切
り
。

後
に

大
岡
委
員
長
の
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
な
が
ら
互
い
の
団

結
を
深
め
合
い
、
今
後
の
闘

い
を
頑
張
り
ぬ
く
思
い
を
共

有
し
た
会
で
し
た
。
（
レ
）

２
０
１
５
年
が

明
け
て
早
１
カ
月
。

今
年
こ
そ
は
良
い

年
に
し
た
い
と
願

う
一
方
で
、
世
の

中
の
動
き
は
株
価

の
大
幅
な
下
落
や

食
品
へ
の
異
物
混
入
騒
ぎ
、

海
外
で
は
ギ
リ
シ
ャ
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
問
題
、
フ
ラ
ン
ス
の
企

業
へ
の
連
続
銃
撃
テ
ロ
と
、

波
乱
の
ス
タ
ー
ト
の
印
象
が

あ
る
▼
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
１
月
に
は
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
社
長
が
交
代
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
働

く
環
境
は
、
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
か
▼
前
社
長
が
在

任
中
に
と
っ
た
施
策
で

も

強
く
記
憶
に
残
っ
た
も
の
を

上
げ
る
と
す
れ
ば
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
解
雇
だ
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
や
り
方
を
、
外
国
人
社

長
の
下
で
実
践
し
た
形
で
、

裁
判
は
進
行
中
だ
▼
後
任
の

社
長
は
日
系
ア
メ
リ
カ
人
。

和
洋
折
衷
か
、
或
い
は
前
任

者
の
路
線
を
踏
襲
す
る
の
か
。

年
明
け
か
ら
の
世
の
中
の
慌

た
だ
し
さ
に
流
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
堅
実
な
舵
取
り
を
お

願
い
し
た
い
も
の
だ
。(

Ｋ)

◆
東
京
地
本
南
部
地
協

集
会
の
主
要
テ
ー
マ
は
、

賃
上
げ
、
労
働
法
制
改
悪
阻

止
、
組
織
拡
大
で
す
。
賃
上

げ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
、
獲
得
手
段
の
討
議
が
な

さ
れ
、
賃
上
げ
要
求
額
は
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
場
討

議
な
ど
で
、
生
計
費
原
則
を

土
台
に
決
定
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
た
労
働
法
制
改
悪
で
は
、

特
に
、
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
、
年
収
１
０
７
５
万
円

以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
大
臣
の
告
示
だ
け
で
年

収
要
件
は
容
易
に
変
え
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
第
一
次
安

倍
政
権
で
取
り
組
ま
れ
た
時
、

経
団
連
が
「
年
収
４
０
０
万

円
以
上
を
対
象
に
」
と
要
望

し
た
こ
と
は
、
こ
の
法
案
の

危
険
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ど
の
労
働
法
制

の
変
更
も
、
経
営
者
の
立
場

に
立
っ
た
改
悪
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
を
阻
止
す
る
た
め
、

労
働
組
合
の
取
り
組
み
が
今

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

（
Ｏ
）

◆
東
部
地
協

こ
の
集
会
に
参
加
し
て
、

外
資
系
だ
け
で
な
く
日
本
企

業
も
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

色
々
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
一
例
を
挙
げ
る
と
、

あ
る
大
企
業
で
は
、
タ
イ
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
事
業
拡

張
後
、
工
場
勤
務
の
社
員
に

対
し
「
み
な
さ
ん
に
は
こ
れ

か
ら
月
給
17
万
円
で
福
島
の

復
興
支
援
で
建
設
現
場
で
働

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
い
や
な
ら
退
職
く
だ

さ
い
。
」
と
の
話
が
あ
り
、

多
く
の
仲
間
が
辞
め
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
５
人

が
立
ち
上
が
り
会
社
と
闘
っ

て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
現
状
も
報

告
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
の

労
働
法
制
を
守
ろ
う
と
し
な

い
会
社
で
あ
る
こ
と
、
成
果

主
義
の
名
の
下
に
会
社
に
都

合
の
悪
い
社
員
を
解
雇
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
今
年

は
解
雇
争
議
で
大
阪
を
含
め

た
一
次
か
ら
四
次
の
全
て
の

裁
判
で
証
人
尋
問
が
始
ま
る

注
目
の
年
に
な
る
た
め
、
傍

聴
参
加
も
訴
え
て
き
ま
し
た
。

（
Ｘ
）

◆
西
部
地
協

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
争
議

の
原
告
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
20
～
30
才
代
の

比
較
的
若
い
組
合
員
の
参
加

が
目
立
ち
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

中
小
企
業
の
組
合
参
加
者
か

ら
、
一
部
で
は
景
気
が
よ
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

我
々
の
と
こ
ろ
に
は
政
治
の

恩
恵
が
ま
だ
ま
だ
届
い
て
い

な
い
と
い
う
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
と
め
で
は
、
雇
用
の
安

定
と
賃
上
げ
要
求
の
実
現
を

め
ざ
す
決
意
表
明
が
各
支
部

か
ら
順
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
８
Ｃ
）

◆
神
奈
川
地
本

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
生
熊
委
員
長
か

ら
「
現
在
、
労
働
者
の
生
活

環
境
は
、
『
物
価
上
昇
』
と

『
労
働
力
不
足
』
が
顕
在
化

し
て
お
り
、
経
営
者
も
賃
上

げ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
状
況
で
あ
り
、
生
計
費

原
則
を
基
に
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
ろ
う
。
」
と
呼
び
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。
力
関
係

を
変
え
て
要
求
を
勝
ち
取
る

た
め
に
は
、
組
織
拡
大
と
と

も
に
世
論
を
喚
起
す
る
努
力

が
今
以
上
に
必
要
と
い
う
訴

え
が
あ
り
痛
切
に
感
じ
ま
し

た
。各

労
組
か
ら
春
闘
へ
の
取

組
み
状
況
・
課
題
な
ど
に
つ

い
て
多
く
の
発
言
が
あ
り
、

今
年
は
い
つ
も
と
違
う
ぞ
と

い
う
思
い
も
伝
わ
り
、
今
春

闘
で
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取

る
ぞ
と
い
う
参
加
者
の
決
意

を
ひ
し
ひ
し
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｆ
）

◆
千
葉
地
本

こ
ち
ら
で
も
若
い
組
合
員

か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

か
ら
は
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
取
組
の
現
状
報
告
と

裁
判
原
告
と
し
て
不
当
解
雇
・

不
当
な
賃
金
減
額
の
撤
回
に

向
け
た
争
議
に
対
す
る
日
頃

の
支
援
の
お
礼
と
継
続
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
会
場

で
は
多
く
の
署
名
や
励
ま
し

を
い
た
だ
き
大
変
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

（
８
Ｃ
）

(3)２０１５年２月２日 か い な 第２２５９号 ２０１５年２月２日 か い な 第２２５９号(2)

賃
上
行
え
、
労
働
法
制
改
悪
阻
止

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
春
闘
討
論
集
会
報
告

官
庁
・
経
済
界
に
も
訴
え

１
月
10
日
～
12
日
に
か
け
て
関
東
地
域
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
所
属
組
合
の
２
０
１
５
年
春
闘

に
向
け
た
集
会
が
行
わ
れ
、
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
や
労
働
法
制
改
悪
を
阻
止
す
る
た
め

に
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
各
討
論
集
会
の
模
様
を
概
略
報
告
し
ま
す
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口 担 当 者
事業所名 職場名 氏名 電話番号

本 社 SO事業統括．LTS・ＩＴＳＯ事業戦略 杉野 憲作 205-6550

本 社 SWG．グローバル・ラ イ センシング事業部．ELAソリューショ ンズ 大場 伸子 206-4650

幕 張 価格計画．S&D価格計画 石原 隆行 205-6483

幕 張 TSDL・IMクラ イアント TS 橋本 弘嗣 1819-4060

豊 洲 ＴＳDＬ．第一Ｌｏｔｕｓ ＴＳ 田中 純 1206-0562

豊 洲 ＴＳDＬ．ＩＳＥＬ・Ｓｙｓｔｅｍ技術 大岡 義久 1801-2359

豊 洲 ＰＬＭ ＳＳ．設計・開発ＳＯＬ ＳＶＣ 本間 孝之 1209-0231

名古屋 GBS.インダストリアル・アプリケーショ ン開発 板倉 浩 205-2205

大 阪 ＧＦＳ．西日本グリーンファ シリティＳＶＣ 山本 茂秋 1505-5420

大 阪 西日本地区技術・技術推進 河本 公彦 205-5204
●組合事務所電話 ０３－３５８３－９０３７ 火、水、金 １０時～１６時

ＦＡＸ ０３－５５６２－０８５３

ｅ－ｍａｉｌ jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp 組合HP: http://www.jmiu-ibm.org/

注）上記窓口は、事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

東京法律

事務所

03-3355-0611㈹

弁護士 水口 洋介、 今泉 義竜、 本田 伊孝

http://analyticalsociaboy.txt-nifty.com/yoakemaeka/

東京都新宿区四谷一丁目２番地 伊藤ビル６Ｆ

労働問題以外の民事一般についても相談受け付けます

（お手数ですが電話により予約をお願いします）

厚
労
省
・
経
団
連
包
囲
行
動

２０１５年旗開き
地中海料理を楽しむ

大阪と同時中継で乾杯

厚労省前でシュプレヒコール

経団連前で包囲行動

経団連に向かって歩く


